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中
秋
の
名
月
の
９
月
10
日
、
観
瀾
亭
で
「
月
の

松
島
i
n
観
瀾
亭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
落
語

鑑
賞
会
で
は
落
語
家
の
六
華
亭
遊
花
さ
ん
が
登
壇

し
、
東
北
弁
を
交
え
た
落
語
に
来
場
者
の
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
雲
間
か
ら
顔
を
出
す
月
と
、
月
の
光

が
海
面
に
反
射
し
て
描
き
出
す
美
し
い
金
波
銀
波

の
眺
め
を
堪
能
し
ま
し
た
。 
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８
月
28
日
に
文
化
観
光
交
流
館
で
陸
上
自
衛
隊

第
６
音
楽
隊
に
よ
る
松
島
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
影

響
も
あ
り
数
年
開
催
見
送
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
会
場
は
開
催
を
待
ち
わ
び
た
町
民
の
方
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

２
等
陸
尉
隊
長
濱
中
則
昭
指
揮
の
元
、
第
一
部

で
は
「
や
ま
が
た
ふ
ぁ
ん
た
じ
ぃ
」
や
「
た
な
ば

た
」、
第
二
部
で
は
「
鎌
倉
殿
の
13
人
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
」
や
「
リ
ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
・
メ
ド
レ
ー
」

な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
む
全
11
曲
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

５
年
ぶ
り
の
開
催
で
思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲アンブレラスカイの下で記念撮影
▲歓声に替えて「ブラボー！」や
「最高！」などのメッセージで応援

　

８
月
28
日
、
京
都
府
宮
津
市
に
て
日
本
三
景
観

光
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
総
会
に
先
立

ち
、
豪
雨
災
害
に
対
す
る
見
舞
金
の
贈
呈
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
、
浸
水
や
の
り
崩
れ
な
ど
、
大
き

な
被
害
が
出
た
こ
と
を
受
け
て
、
松
島
町
が
加
盟

し
て
い
る
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議
会
の
京
都
府

宮
津
市
（
天
橋
立
）
の
城
﨑
雅
文
市
長
と
広
島
県

廿
日
市
市
（
宮
島
）
の
原
田
忠
明
副
市
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
の
見
舞
い
金
を
頂
き
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
、
東
北
岡
谷
鋼
機
株
式
会
社
（
本
社

愛
知
県
名
古
屋
市
）
の
小
淵
洋
生
取
締
役
社
長
が

来
庁
さ
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
岡
谷
鋼
機
株
式

会
社
（
名
古
屋
市
）
並
び
に
東
北
岡
谷
鋼
機
株
式

会
社
（
仙
台
市
）
よ
り
、
義
援
金
と
し
て
20
万
円

櫻
井
町
長
へ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
谷
鋼
機
株
式
会
社
は
、
松
島
と
ま
と
を
生
産

す
る
農
業
法
人
マ
キ
シ
マ
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
を

平
成
26
年
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
町
内
で
も
松
島

と
ま
と
は
人
気
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
津
市
・
廿
日
市
市
よ
り

松
島
町
豪
雨
被
害
に
対
し
て

災
害
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

７
月
の
豪
雨
被
害
で

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
義
援
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た

▲左から宮津市城﨑市長、松島町観光班酒井班長、廿日市市原田副市長▲義援金をいただいた東北岡谷鋼機株式会社取締役社長小淵洋生様（右）
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年
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り
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催


